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発刊にあたって

関東一の祇園と称される熊谷うちわ祭は、毎年70万人を超えるお客様をお迎えし、我々「熊谷人｣

が一年で一番熱く燃えるお祭りであります。絢爛豪華な12台の山車屋台の巡行や叩き合いが市内各所

で繰り広げられる様は年々活気を増し繰り広げられております。

これらの量的な発展をする一方、質的充実がより一層図られなければならないと云われて久しくあ

ります。

これは祭りという一過性の性質の強い即ち点としての事象を祭り文化としての線へと高めることで

もあり、これらを連続させることにより将来的なあるべき面を構築するための指標とすることである

と考えます。

また熊谷うちわ祭は平成24年に熊谷市より「無形民俗文化財」に指定されましたが、今後県の指定

・国の指定を目指していく上にも、この質的充実並びに正式記録の保存は必要不可欠なものであると

思います。

本年は５年ぶりのフルスペックのお祭を実施させて頂きましたが、その中でも渡御の巡行路の見直

し、初叩き合いのリニューアル、熱中症の予防と対策（お休み処の設置・救護所の増設）、子供浴衣

配布事業の展開等何点か変更や新規事業を行ってまいりました。このような今後も発生すると思われ

る変更点がどのような変遷を辿るかを記録しておくことも一つ大事な事と思われます。

今回は子供浴衣配布事業の当選者の皆様方からも写真を頂戴し、この記録集に掲載させて頂き、又

この本も贈呈させていただく運びとなりました。これは地域住民の皆様方の積極的参加を促すととも

に子供の頃から祭りに親しんでもらうことで次世代の担い手を育む狙いで実施いたしました。

今回この記録集を刊行するにあたり、この事業の継続性確保と年番町の負担軽減を目的として第壱

本町区の単独事業とはせずに、彌生町区顧問の栗原弘様を編集顧問としてお招きし、多大なるご協力

を賜りここに改めて深く感謝の意を表する次第であります。

これからの熊谷うちわ祭の益々の発展を願いこの記録集を刊行いたします。

令和６年   年番町 第壱本町区
大総代　萩　原　直　幸

令和 6年 次年年番町 第弐本町区 大総代予定者 松本邦義氏へ年番札を送る

令和 5 年 年番町 仲町区 大総代 八木橋宏貴氏より年番札を受け取る



04 │ Kumagaya Uchiwa-matsuri Annual report 2024

◉ は　じ　め　に ……………………………………………………………… 03

◉ 八　坂　神　社 ……………………………………………………………… 06

◉ 各　町　紹　介 ……………………………………………………………… 08

◉ 2 0 2 4 事 業 ……………………………………………………………… 35

◉ うちわ祭の様子 ……………………………………………………………… 45

◉ 祭 り の 資 料 ……………………………………………………………… 55

໨࣍�

……………………………………………………………… 55



05

八坂神社
各町紹介
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宮 司 茂 木 治 男

石原・本石
宮 司 篠 田 宣 久

社 老 松 本 光 弘

社 老 藤 間 憲 一

社 老 大久保　和　政

権 禰 宜 長谷川　洋　美

権 禰 宜 茂 木 貞 佳

雇 員 宮 本 悦 男

杜 山 会
会 長 鎌 塚 　 修

熊 谷 市
観光協会会長
熊谷市長

小 林 哲 也 熊谷うちわ祭
協 賛 会 会 長 八木橋　宏　貴 熊谷うちわ祭

協賛会副会長 重 竹 淳 一 熊谷うちわ祭
協賛会副会長 石 山 洋 一
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大 総 代 萩 原 直 幸

総 代 長 森 田 康 志

副総代長 清 水 信 哉

副総代長 植 松 等 樹

副総代長 田 邉 昌 史

副総代長 山 田 廣 和

総 代 藤 間 太 郎

総 代 町 田 昌 之

総 代 谷 田 雅 彦

総 代 加 藤 公 教

総 代 森 田 光 春

総 代 坂 田 浩 一

総 代 三 輪 武 司

総 代 柿 沼 伸 幸

総 代 小谷野　宏　樹

総 代 並 木 弘 雅

総 代
会計担当 時 田 雄 輔

相 談 役 田 邉 哲 郎

顧 問 坂 田 文 義

顧 問 藤 間 憲 一

顧 問 石 山 洋 一

組 頭 柴 山 朋 晃

副 組 頭 柴 山 義 史

第壱本町区
祇園会支部長 伊 東 利 浩
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総 代 長 松 本 邦 義

副総代長 原 島 正 明

副総代長 赤 田 尚 久

総 代 秋 山 俊 介

総 代 清 水 　 晃

総 代 内ヶ嶋　　　修

総 代 菊 地 陽 一

総 代 原　口　紀一郎

総 代 松 本 峰 司

総 代 折 原 芳 郎

顧 問 松 本 光 弘

顧 問 今 井 徹 雄

顧 問 重 竹 淳 一

顧 問 棚 澤 正 行

相 談 役 石 川 雅 雄

組 頭 大 塚 康 仁

副 組 頭 三 根 一 昌

副 組 頭 関 口 久 雄

第弐本町区
祇園会支部長 小 泉 成 司
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総 代 長 植 木 昌 彦

副総代長 清 水 保 人

副総代長 市 川 眞 吾

総 代
運行責任者 原 田 　 勝

総 代
総務担当 橋 本 光 弘

総 代
会計担当 日 向 弘 薫

総 代 岩 下 真 久

総 代 大 高 　 宏

総 代 藤 田 恭 司

総 代 栗 原 秀 樹

総 代 廣 瀬 成 一

総 代 飯 田 一 義

総 代 吉 田 光 利

総 代 黒 田 　 済

総 代 三 輪 三 男

総 代 馬 場 　 孝

顧 問 大久保 和 政

顧 問 大 谷 公 一

相 談 役 細 川 末 廣

組 頭 斉 藤 幸 男

副 組 頭 前 田 良 介

副 組 頭 江 森 明 広

囃子保存会
会 長 村 林 博 行
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銀

座

区
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総 代 長 茂 木 淳 史 

副総代長 野 澤 久 夫 

総 代 茂 木 憲 二 

総 代 今 野 哲 也 

総 代 荻 野 大 輔 

総 代 出 井 計 多 

総 代 栗 原 秀 一 

総 代 森 田 正 男 

総 代 高 橋 伸 幸 

総 代 大久保　順　弘 

総 代 澤 田 英 夫 

総 代 田 谷 英 之 

総 代 石 川 邦 男 

総 代 岩 崎 喜 彦 

参 与 高　柳　淳之助 

顧 問 渋 澤 良 治 

相 談 役 平　　　辰　雄 

相 談 役 出 井 哲 司 

相 談 役 野 口 静 男

相 談 役 栗　原　　　堯 

組 頭 新 島 章 夫 

副 組 頭 塚 越 達 夫

銀 座 区
祇園会支部長 石 川 茂 亨
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総 代 長 廣 瀬 　 功

副総代長 秋 元 　 稔

副総代長 木 村 諭 智

総 代 加 藤 　 博

総 代
囃子担当 猿 田 克 彦

総 代
会計担当 長 岡 正 明

総 代
総務担当 田 中 一 博

総 代
総務担当 上　林　浩太郎

総 代
交通担当 小 渕 敬 利

顧 問
弥生文化会会長 上 林 　 寛

顧 問 栗 原 　 弘

組 頭 中 村 英 司

副 組 頭 安 藤 重 次

鳶 安 藤 正 俊

彌生町区
祇園会支部長 稲 村 　 尚
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総 代 長 野 口 隆 之

副総代長
会計担当 市 川 節 弥

副総代長
巡行担当 笠 原 　 実

副総代長
総務担当 滝 沢 幸 司

前年総代長 岡 部 太 一

総 代
運営委員会顧問 松 本 富 男

総 代
運営委員会相談役 中 条 育 行

総 代
運営委員会相談役 岡　本　庄一郎

総 代
運営委員会委員長 富 田 　 満

総 代
運営委員会副委員長 野 口 幸 雄 

総 代
運営委員会副委員長 西 村 弘 史 

総 代
運営委員会副委員長 岡 部 聡 史 

総 代
運営委員会監事 石 川 孔 一

総 代
運営委員会幹事 須 藤 俊 幸

総 代
運営委員会幹事 石 田 直 樹 

総 代
運営委員 鎌 塚 　 勉

総 代
運営委員 松 村 　 旭

総 代
運営委員 岡 部 俊 之 

総 代
運営委員 岡　本　賢太郎

総 代
運営委員 茂 木 鋭 治

総 代
運営委員 八 須 和 芳

総 代
運営委員 原 　 邦 夫

総 代
運営委員 小 浦 慶 一

総 代
運営委員 江 原 英 一

総 代
運営委員 吉 野 寿 和

総 代
運営委員 平 山 俊 夫

総 代
運営委員 広 沢 　 勇

総 代
運営委員 小 澤 正 道

総 代
運営委員 片 岡 福 蔵 

総 代
運営委員 前 島 修 身 

総 代
運営委員 井 桁 滋 雄 

総 代
運営委員 飯 島 賢 二

組 頭 根 岸 和 宏 

副 組 頭 矢 島 秀 和 

荒 川 区
祇園会支部長 吉 田 雄 介
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総 代 長 山 屋 貴 裕

副総代長 黒 澤 聖 二

副総代長 大 塚 康 晃

総 代
総 務 保 坂 正 浩

総 代
総 務 中 村 則 孝

総 代
総 務 吉 野 文 一

総 代
会 計 松 本 　 尚

総 代
会 計 井 田 康 太

総 代
会 計 正　木　慎一郎

総 代
交 通 前 田 晃 一

総 代
交 通 松 田 成 弘

総 代
交 通 青 木 章 吉

総 代
庶 務 髙 橋 光 江

顧 問 松 浦 紀 一

直前総代長 米 澤 利 之

相 談 役 多 田 昌 司

相 談 役 田 本 松 男

相 談 役 小 山 育 弘

相 談 役 高 橋 宣 之

組 頭 里 見 正 一

副 組 頭 片 岡 達 雄

伊勢町区
祇園会支部長 髙 橋 秀 貴
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総 代 長 長 尾 昌 義

副総代長 小 林 健 郎

副総代長 森 　 哲 也

総 代 富 岡 伸 夫

総 代 島 田 富 之

総 代 大　澤　伸一郎

総 代 中 島 慎 介

総 代 松 本 節 子

総 代 飯 田 英 規

総 代 新 島 一 英

顧 問 富 岡 　 清

顧 問 大 澤 孝 至

顧 問 中 島 正 義

相 談 役 岩　崎　研太郎

相 談 役 林 　 賢 治

組 頭 内 田 正 純

副 組 頭 大 埜 泰 孝

鎌 倉 区
祇園会支部長 武 田 侑 也
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総 代 長 田 中 　 寿

副総代長 佐 藤 克 也

副総代長 雨 宮 　 悟

総 代
渉外担当 四分一　佳　孝

総 代
お囃子担当 吉 田 和 彦

総 代
総務担当 矢 内 　 敦

総 代
交通担当 柴 崎 弘 之

総 代
交通担当 小 林 拓 朗

総 代
交通担当 富 田 則 之

総 代
総務担当 高 橋 信 明

総 代
総務担当 金 井 秀 郎

総 代
総務担当 岡 島 栄 吉

総 代
総務担当 長谷川　嘉　宣

総 代
会計担当 栗 原 正 治

顧 問 八木橋　宏　貴

相 談 役 小 林 孝 至

相 談 役 多 胡 博 幸

組 頭 藤 野 貴 史

副 組 頭 海 澤 佳 史

仲 睦 会
会 長 代 　 裕 考
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総 代 長 風 間 伸 二

副総代長
会計担当 小 島 正 泰

総 代
巡行担当 櫻 井 俊 明

総 代
巡行担当 田 野 宏 一

総 代 戸井田　厚　志

総 代 田 中 良 司

総 代 鴻 巣 泰 治

総 代 新 藤 利 明

総 代
会計担当 山 本 彰 男

総 代 宇 野 賢 司

総 代 飯 田 彰 男

総 代 渡 邊 貞 夫

総 代 飯 田 栄 一

総 代 松 本 　 斎

総 代 荻 山 清 二

総 代 大 川 　 輝

総 代 村 山 貞 男

櫻会会長 林　　　謙太郎

櫻 睦 会
会 長 荒 岡 淳 也

組 頭 岡 崎 隆 幸

副 組 頭 岡 崎 　 健

櫻 町 区
祇園会支部長 大 川 　 健
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本
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H
O
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G
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総 代 長 金 子 典 充

副総代長 田 島 明 彦

総 代
会計担当 岩 崎 貢 士

総 代
交通担当 折 原 　 功

総 代
総務担当 森 田 武 志

総 代
渉外担当 川野辺　大　恭

総 代
会所担当 西 田 善 明

総 代 会
会 長 大 川 隆 史

組 頭 森 　 真 也

副 組 頭 風 間 純 一

本 石 区
祇園会支部長 松 井 　 大
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石

原

区

ISH
IH

A
R

A
-K

U

総 代 長 湯 本 正 之

副総代長
総務担当 萩 原 五 郎

総 代
会計担当 蓮 沼 政 樹

総 代
交通担当 砂 川 治 彦

総 代
渉外担当 小 辻 大 介

総 代 会
会 長 水 野 　 弘

総 代 会
副 会 長 島 㟢 浩 二

総 代 会
副 会 長 手 島 隆 治

総 代 会
監 事 金 井 恒 訓

総 代 会 藤 倉 久 典

総 代 会 西 田 光 政

組 頭 保 科 幸 正

副 組 頭 鯨 井 克 彦

若連睦会
会 長 関 根 基 治
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七

月

会

SH
IC

H
IG

A
T

SU
K

A
I

第壱本町区 柴 山 朋 晃

〃 柴 山 義 史

第弐本町区 大 塚 康 仁

〃 三 根 一 昌

〃 三 根 涼 太
〃 関 口 久 雄

筑 波 区 斉 藤 幸 男
〃 斉 藤 正 一
〃 前 田 良 介

〃 前 田 大 介

〃 江 森 明 広

〃 江 森 真 樹
〃 江 森 正 彦

銀 座 区 新 島 章 夫

〃 塚 越 達 夫

彌生町区 中 村 英 司

〃 安 藤 重 次

〃 安 藤 正 俊

荒 川 区 根 岸 和 宏 

〃 矢 島 秀 和 

伊勢町区 里 見 正 一

〃 片 岡 達 雄

鎌 倉 区 内 田 正 純

〃 内 田 喜 士
〃 大 埜 泰 孝

仲 町 区 藤 野 貴 史

〃 荒 　 慶 佑

〃 海 澤 佳 史

〃 海 澤 隆 太

櫻 町 区 岡 崎 隆 幸

〃 岡 崎 　 健

石 原 区 鯨 井 　 浩

〃 鯨 井 克 彦

〃 保 科 幸 正
本 石 区 森 　 真 也

〃 風 間 純 一
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園

会

G
IO

N
K

A
I

会 長 堀 川 晋 輔

副 会 長 猿 田 武 彦

副 会 長 川 村 勇 吾

会 計 松 村 良 虎

会 計 片 岡 明 美

会 計 守　谷　慎太郎

監 査 箙 瀬 　 悟

監 査 高 橋 英 昭

書 記 栗 岡 秀 公

書 記 沼 上 彰 宏

第壱本町区
支 部 長 伊 東 利 浩

第弐本町区
支 部 長 小 泉 成 司

銀 座 区
支 部 長 石 川 茂 亨

彌生町区
支 部 長 稲 村 　 尚

荒 川 区
支 部 長 吉 田 雄 介

鎌 倉 区
支 部 長 武 田 侑 也

本 石 区
支 部 長 松 井 　 大

伊勢町区
支 部 長 髙 橋 秀 貴

櫻 町 区
支 部 長 大 川 　 健
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町内生地の子供用甚平
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朝日新聞デジタル   2024年7月21日付

埼玉新聞(WEB） 2024年7月18日付

埼玉新聞(WEB） 2024年7月23日付新日本風土記 NHK BS 2024.9.23, 9.24放映
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祭の様子
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祭りの資料
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熱中症予防事業＜������＞

① �業内Ô
熱中症予ÉをÐ´として、星川広場に「うちわ祭お休み処」を設置し、Ú⽔の³y:ミスト¶に;り
Ùを�?>;うにす>。

② rn
���� ��
�����
��  ���� ��
�����
��

③ 設置場所
星川広場３カ所

�川�設様前 \NカaカZF様前 j�様前
④ 設置設Á
 、テント ��
�×	��� 約 ０�（j�様前）  ��
×��
 約 � �（�川�設前）
２、のぼり旗 「うちわ祭りお休み処」（各i所２基）
３、Ú⽔機（�川�設様前・\NカaカZF様前）（�コッ[ 	�� ��¹ ２¹n ３カ所 ３��� �）

EGーQーMーYー 台（j�様前）（���×�� Ê）
４、ミスト（�川�設様前・\NカaカZF様前 各カ所 台）

⼯業扇（j�様前２台）

熱中症予防事業＜巡⾏祭＞

① 巡⾏祭隊列参列者に対して
・対象 約４０名（先頭の横断幕から、神職の⽅々、⼤総代、協賛会、議員、来賓

＊H２７年度参照、年番役員除く
・対応 飲料⽔⼜はスポーツドリンクを配布します。
・配布⽅法 ４カ所で配布します。（⼤凡３０分ごとの想定です）
① ⼋⽊橋前付近（巡⾏祭出発前） ②イオン前付近
② さいしん前付近 ④⾏宮付近

② 各町のお祭り関係者に対して
・各町内での対策を依頼します。
・「熱中症対策キット」の配布します。

③ 観客に対して
・星川広場「うちわ祭りお休み処」の案内をします。（HP にて）
・救護所の案内をします。（HP にて）
・さいしん様⻄側庇付近

デジミスト設置
のぼり旗 ２基

・りそな様駐⾞場
テント２K×３K 設置
ミスト扇⾵機設置
のぼり旗 ２基

・コミュニティー広場
テント２K×３K ２張設置（コミュニティ広場予算）
⼯業扇 ４台設置
のぼり旗 ２基

お休み処
設置状況

星川お休み処 ❶  花松様前

巡行祭お休み処 ❶  さいしん様前 巡行祭お休み処 ❷  りそな銀行様前 巡行祭お休み処 ❷  コミュニティ広場

星川お休み処 ❷  ホシカワカフェ様前 星川お休み処 ❸  市川建設様前

【利用人数】
約９６０人／日
花松前ウォーターサーバーより試算（８ タンクを 5 ｈで消費）
１２Ｌ×８タンク = ９６Ｌ（９６０００ｃｃ )
９６０００ｃｃ÷１６０ｃｃ（１杯）＝６００杯
６００杯÷５ｈ＝１２０杯

（１２０杯 / １ｈ）×（稼働時間８ｈ）＝９６０杯（人）

【その他】
①利用人数は、１日５００人（１ｈ６０人）を想定していたため、約２倍の利用者があったとなる。
②市川建設前にて電源トラブルがあり、一定時間休止してしまった。 （冷水機は常温）原因は、

仮説だが露天商が電源を使用してしまったため、容量オーバーとなりブレーカーが落ちてし
まった。

【巡行祭隊列への提供】
⼋⽊橋前、本塚経営前、さいしん前、コミュニティ広場前にてアクエリアス（パウチ）を配布。

【各町への対策】
熱中症対策キットの配布

熱中症予防対策事業として　お休み処・救護所設置
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２月21日　大総代就任奉告祭

４月21日　京都公式参拝
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５月15日　埼玉県知事を表敬訪問 ７月26日　直会

６月22日　初集会 ７月28日　大山参詣
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令和六年　年番町　第壱本町区

P2 各町会所及び山車・屋台定位置図

P3 20日 No.1 ①渡御祭巡幸路図
P4  ②渡御各町区引継ぎ図
P5 20日 No.2 夜 駅北口広場初叩合い
P5  ①駅通り進入前星川待機図
P5  ②駅通り進入順列図
P6 20日 No.3 夜 駅北口広場初叩合い
P6  ③駅北口広場 山車・屋台定位置図
P6  ④初叩合い修了後 ～ 解散

P7 21日 No.1 巡行祭 巡路図
P8 21日 No.2 巡行祭 宮参り
P9 21日 No.3 巡行祭 宮参り（行宮）

P10 22日 No.1 夜 全町山車・屋台曳っ合せ叩合い図
P11 22日 No.2 夜 市役所入口交差点山車・屋台配列図
P12 22日 No.3 夜 お祭り広場 進入前山車・屋台待機位置図
P13 22日 No.4 夜 お祭り広場 地囃子合わせ
P14 22日 No.5 夜 お祭り広場 山車・屋台解散時帰路順序図

P15 23日  還御祭巡幸路図

無断転載禁止

御神輿・山車・屋台・巡幸（行）巡路図
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熊谷うちわ祭  公式記録集 2024 監修後記

熊谷うちわ祭は令和 2 年からの新型コロナウイルス禍を乗り越え、令和元年から 5 年振りに通常

実施復活。お祭り関係者皆様のご協力により盛大にして無事故で開催されました。令和 6 年年番町

第壱本町区萩原直幸大総代はじめ、年番役員関係皆様の一年間にわたる復活劇のご努力に敬意を申し

上げます。また、新たな課題となる熱中症対策や若い世代、子どもの減少対策等に取り組みました。

なかでも子どもの減少対策として 12 ヶ町区のご協力のもと町内生地の甚平をプレゼントして祭りに

写真を撮って応募いただき公式記録集に掲載。祭りの思い出を作ってもらい、これをご縁に未来の

祭り継承者に希望を込めました。ご応募いただいたお子様の写真は皆笑顔！笑顔！ご家族の写真も

また笑顔晴れ張れ！大変微笑ましく素敵な楽しい祭りの一枚に。また、12 ヶ町区の通常実施復活

記念の一枚にもなった各町区集合写真は各町区のカラーをも感じ、こちらも皆笑顔晴れやかな素敵

な「祭り人」を実感できる通常実施復活年に相応しい記録となりました。ご協力いただきありがとう

ございました。

祭りは継承していくことが大切です。熊谷うちわ祭の魅力を次世代の子どもたちへ知ってもらい、

祭りが繋ぐ力を末永く続く事を願わずにいられません。

結びに、郷土の誇り熊谷うちわ祭の益々の発展をお祈り申し上げます。

熊谷うちわ祭 274 年、

山車祭り 133 年。

熊谷うちわ祭  公式記録集 2024

監修　彌生町区　栗　原　　弘
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八坂神社大祭　熊谷うちわ祭　公式記録集2024　［Kumagaya Uchiwa-matsuri Annual report 2024］

発 行 日　　令和６年 12月25日　初版
発　　行　　令和６年  年番町  第壱本町区
発 行 者　　令和６年  年番町  第壱本町区  大総代　萩原直幸
監　　修　　彌生町区  栗原　弘
写真提供　　モリタフォト、栗原　弘
印　　刷　　有限会社ビーンネット

◆本書の一部または全部を無断で複製、転載、転用、改変等の二次利用を固く禁じます。

2024  公式スポンサー
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